
宝くじの売り上げの一部は
地域のコミュニティ活動に活用されています

　
　9月23日(水)から10月20日(火)までハロウィンジャンボ宝くじが発売されます。この売り上げの一部は、コミ
ュニティ助成事業として、コミュニティの健全な発展を図るために使われています。ご購入の際は、長野県内の
宝くじ売り場でお買い求めください。

　 　 （公財）長野県市町村振興協会　☎026-234-3611　問

宝くじの助成金により
地域のコミュニティ活動が支援されています

　 　 　 総務課 企画統計係　☎62-9332問

『今年のハロウィンジャンボは、１等・前後賞合わせて５億円！』

　１等　　　　３億円　×　11本
前後賞各　　　１億円　×　22本

※当せん本数は発売総額330億円・11ユニットの場合

内  容

ミュニティ助成事業は、一般財団法人自治総合センターが、宝くじ社会貢献広報事業費で実施している受
託事業収入を財源として、コミュニティの健全な発展を図るとともに、宝くじの社会貢献広報事業を行う

ための助成事業です。令和２年度は、立沢区が宝くじの助成金により、以下の備品を整備しました。
【整備された備品】・折りたたみ椅子・スタッキングチェア・椅子専用台車

コ

域活動助成事業では、公益財団法人長野県市町村振興協会が、市町村振興宝くじの収益金を財源として、
明るく住みよいまちづくりを推進するため、コミュニティ活動に必要な備品の整備に助成をしています。

令和２年度は、葛窪区が地域活動助成事業を活用し、以下の備品を整備しました。
【整備された備品】・椅子・椅子専用台車・折りたたみ机・プロジェクタ・スクリーン

　同じく地域活動助成事業の地域防災組織育成助成事業を活用し、富士見町消防団が以下の備品を整備しました。
 【整備された備品】・ピンチバール・耐切創性手袋・防塵ゴーグル
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